
１　部の運営方針

【部の目標】 令和８年度に重点的に取り組む事項・概要

２ 部の経営資源

（１）部の体制

人 うち 人 ・ 人 千円 千円

（２）事業規模 ※R6職員平均給与（ 千円）ベース ※予算計上額

千円 千円 （正職員人件費を除く） 事業 担当課数 9 課

7,503

会計年度
任用職員

17,713

8,022,308

職員数 正職員
会計年度
任用職員

正職員 750,300

歳入予算額 4,026,070 歳出予算額 担当予算小事業数

令和８年度 部の運営方針書
上下水道局

106 100 6 人件費

【部の使命】
市民の安心と快適な暮らしを支えるインフラを、良好な状態で次世代に引き継げるよう適切な整備・管理を推進します。

①安全な給水の確保を図ります。

②下水道施設の整備を進めます。

③上下水道施設の長寿命化・耐震化を図ります。

④適切な財務マネジメントに努め、持続可能な経営を図ります。

【行政経営への取組】
施設整備基本計画やストックマネジメント計画に基づき、計画的かつ効率的な長寿命化、改築更新事業を進め、事業費やコストの縮減と財政負担の平準化に努めます。
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上下水道局

３ 部の中期目標 （優先順）　第３次周南市まちづくり総合計画・前期基本計画に掲げられた基本施策を実現するための推進施策
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（上下水道局　企画調整課）
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（上下水道局　企画調整課）
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（上下水道局　財政課）
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（上下水道局　財政課）
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（上下水道局　料金課）
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（上下水道局　水道工務課）

生活基盤
インフラマネジメントの推進
下水道の充実による健全な水循環の維持

5

生活基盤

生活基盤
インフラマネジメントの推進
下水道の充実による健全な水循環の維持

3

生活基盤
インフラマネジメントの推進
安全な水道水の安定供給

生活基盤
インフラマネジメントの推進

1

6

2

4

優先順
位

令和１１年度までに実現したい成果推進施策

生活基盤
インフラマネジメントの推進
安全な水道水の安定供給

下水道の充実による健全な水循環の維持

インフラマネジメントの推進
安全な水道水の安定供給

適切な人事管理や公平公正な契約事務等により、持続可能な経営を目指します。

適切な人事管理や公平公正な契約事務等により、持続可能な経営を目指します。

水道事業の基盤強化に向けて、各種計画の検証や見直しを行い、水道水の安全の確保に努め
ます。

雨水排除計画の推進、策定及び下水道計画の見直しを進めていきます。

安全な水道水の安定供給に向けて、収入の確保や支出の抑制など常に対応しながら持続可能
な経営を推進し、建設改良事業を計画的に実施します。

下水道の充実による健全な水循環の維持に向けて、収入の確保や支出の抑制など常に対応し
ながら持続可能な経営を推進し、建設改良事業を計画的に実施します。

料金徴収業務受託者との連携を強化し、未収金の早期回収に努め不良債権化を防止します。
水道料金口座振替の伝送や適切なシステム処理により、収納率及び市民サービスの向上を図
ります。また、適正な水道料金を徴収するために、計量法で定められた有効期間内に水道メー
ターを交換します。

7

生活基盤
インフラマネジメントの推進
安全な水道水の安定供給

8

生活基盤
インフラマネジメントの推進
安全な水道水の安定供給

上下水道施設耐震化計画に基づき避難所等の重要施設へ至るまでの配水管の耐震化工事を
実施します。また、法定耐用年数を超過した老朽管について、計画的に更新工事を実施しま
す。
（最終目標　2029年度　上水道管路の耐震適合率　47.3％）



上下水道局
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（上下水道局　下水道工務課）
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（上下水道局　浄水課）
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（上下水道局　下水道施設課）
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（上下水道局　水質管理課）
安全な水道水の安定供給

11

生活基盤
インフラマネジメントの推進
下水道の充実による健全な水循環の維持

12
インフラマネジメントの推進
生活基盤

9

生活基盤
インフラマネジメントの推進
下水道の充実による健全な水循環の維持

10

生活基盤
インフラマネジメントの推進
安全な水道水の安定供給

　雨水対策として、集中豪雨等により浸水被害が発生している地域においては、被害を解消・軽
減するため、関係機関等と連携を図りながら、雨水管渠の整備を推進します。
　下水道管渠の現状を調査し、評価に基づいた目標を定め、計画的に改築することで、持続的
な管渠機能の確保に取り組みます。（2029年度目標値：5,927m）

災害時において施設の被害を最小限にとどめ、安定的な水供給ができるよう、施設の耐震化や
長寿命化を推進します。また、水質管理に努め、安全で安心な水道水の供給を維持します。

徳山中央浄化センターの再構築事業を計画に基づき推進します。あわせて、既存の処理場や
ポンプ場などの下水道施設を長期にわたって安全に維持できるよう、ストックマネジメント計画
に基づき着実な事業実施に努め、施設の機能維持と水質の安定を図ります。

水質検査の精度向上に努め、信頼性の確保を図ることで、安全で安心な水道水の供給を維持
します。


